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有意(P<O.05.pく0.01)に低下した.PulsatiUty lndex CPl} 
は加齢とともに有意(P<O.Ol)に高{穫を糸した.また，高齢
女性における日常生活の身体活動盤(歩数，身体活動盤指
数〉と Pfとの熊には存意(pく0.01)な逆指鵠がみられた.
これは，年齢の影響も含まれているので今後年齢を分けて
検討する.
以上のことから，高齢女性において加齢とともに頚動線
車管経，内中燦幾合体が大きくなって，血流速度が抵下す
ることが明らかになった.また， PIが加齢にともない高い
様を示し血管の弾性が低下していることが示唆された.そ
して，身体活動援が多い礎科は小さくなることが訴され
た.
(本研究は科学技諦庁銭興調整費で行った研究である)
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